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1. 背景
内部に多数の気孔を含んだポーラスアルミニウムは、軽量か

 
つ衝撃吸収性に優れるため、自動車等のクラッシュボック

 
スへの応用が期待されている。しかしながら局所的な座屈

 
に起因する強度の低下が実用化への問題であった。

2. 目的
既存のポーラスアルミニウム(図1)の表面に樹脂を塗布する

 
ことにより、表面からの座屈を抑制し、圧縮強度を上昇させ

 
ることを本研究の目的とする。

3. 実験方法
神鋼鋼線工業製ポーラスアルミニウム(ALPORAS)から直方

 
体の圧縮試験片を切り出し、側面にポリエステル樹脂を塗

 
布した。室温にて定速圧縮試験を行い変形挙動を調べた。

4. 結果および考察
図2に樹脂を塗布しないもの、2面と4面に塗布したものの応

 
力－ひずみ曲線を示す。樹脂の塗布により、圧縮強度が大

 
幅に上昇した。これは、表面の開気孔に充填された樹脂に

 
より、座屈が抑制されたためと考えられる。

5. 結論
表面に樹脂を塗布するという極めて簡単かつ安価な方法に

 
よりポーラスアルミニウムの高強度化を達成できた。これに

 
より、輸送機器への応用が可能となる。
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図1 ポーラスアルミニウム(ALPORAS)の断面写真。

図2 3種類のポーラスアルミニウムの圧縮試験結果。
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